
尾
台
榕
堂

医
案
②

近
江
屋
藤
七
の
婦
、
年
三
十
余
り
。
経
行
調
わ
ず
、

絶
え
て
子
の
育
む
無
し
。
壬
子
の
春
、
其
の
弟
は
瘵

疾
を
以
て
歿
し
、
婦
人
継
い
で
疾
を
得
。
身
熱
、
悪

寒
、
夢
寐
安
ん
ぜ
ず
、
飲
食
味
無
く
、
自
ら
以
て
瘵

病
と
為
し
、
心
気
益
々
鬱
す
。
余
委
曲
に
慰
諭
し
て

服
薬
せ
し
む
。
尋
い
で
火
災
に
遭
い
、
僦
居
敗
壊
し
、

雨
露
蔽
わ
ず
、
遂
に
傷
寒
を
得
。
第
九
日
に
至
り
て
、

診
を
請
う
。
之
を
診
る
に
、
大
熱
、
煩
渇
、
大
便
通

ぜ
ず
、
腹
満
、
舌
黄
、
脈
洪
滑
。
瘵
は
本
よ
り
篤
患
。

之
に
加
う
る
に
是
の
証
を
以
て
す
。
予
、
其
の
治
を

難
し
と
す
。

其
の
夫
、
強
い
て
治
を
乞
う
。
乃
ち
大
承
気
湯
を

以
て
之
を
下
す
こ
と
数
次
。
継
い
で
白
虎
加
人
参
湯

を
与
う
。
過
ぐ
る
こ
と
四
、
五
日
、
諸
証
大
い
に
退

く
。
是
に
於
い
て
柴
胡
清
燥
湯
を
用
う
る
こ
と
一
、

二
日
、
又
た
大
柴
胡
湯
に
転
ず
。
又
た
柴
胡
加
竜
骨

牡
蠣
湯
に
転
ず
。
通
計
薬
を
服
す
る
こ
と
四
十
余
日
、

瘳
ゆ
る
を
得
た
り
。
併
せ
て
瘵
疾
も
脱
然
と
し
て
洗

う
が
如
し
。
月
事
継
い
で
来
た
り
、
明
年
男
子
を
挙

ぐ
。
真
に
有
る
こ
と
希
れ
な
る
天
幸
と
請
う
べ
し
。
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